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カーボンニュートラル社会の実現を目指す中、エネルギー変換技術に大きな関心が集まっています。たとえば、太陽光や風力など
の自然エネルギーを電気エネルギーに変換する技術、その電気エネルギーを使って明かりを灯す技術、自動車を走らせ、ロボットを
動かす技術、膨大な量の情報を処理して世界中に伝える技術・・・。こうしたエネルギー変換を効率よく行うために欠かせない電子
部品の一つが、日本ケミコンが生産するアルミ電解コンデンサです。

具体的には、太陽光発電のパワーコンディショナーやLED照明機器、電気自動車の充電器や電子制御ユニット、ロボットや産業機
器に搭載されるインバータ電源、データセンターに設置されるサーバーや携帯電話の通信基地局など、あらゆるシーンに当社製品
は採用され、機器の高機能化や省エネルギー化に貢献しています。

当社の企業理念は「環境と人にやさしい技術への貢献」です。技術を磨き社会課題の解決に貢献することで、企業価値を高めてい
くことが我々の理念です。

日本ケミコンは、企業活動を通じてサステナブルな社会の実現に貢献することを目指します。

環境と人にやさしい技術への貢献

企 業 理 念



編集方針
CHEMI-CON REPORT（ケミコンレポート）は、株主
や投資家をはじめとしたステークホルダーの皆様に
日本ケミコングループの事業内容、企業価値、そして
魅力をご理解いただくために、毎年1回制作して当社
Webサイトで公開している統合報告書です。財務情
報のほか、中長期的な視点に立った経営戦略やESG

（環境、社会、ガバナンス）に関する情報を中心に取り
まとめていますが、より詳細な情報や最新の情報に
つきましては当社が適時発行する各種資料並びに当
社Webサイトの他のページも併せて参照いただけ
ますと幸いです。編集にあたっては、国際統合報告評
議会(IIRC)の「国際統合報告フレームワーク」等を参
考にしています。なお、CHEMI-CON REPORTに記
載されている将来予想につきましては、制作時点に
おいて入手可能な情報に基づいて当社が合理的に判
断した予想であり、さまざまな要因により記載され
た予想とは異なる結果になる場合がありますことを
ご承知おきください。

報告書の対象範囲：日本ケミコン及びグループ会社
報告書の対象期間：2024年3月期（2023年4月1日～
2024年3月31日）ただし、一部に2024年4月以降の
活動内容を含みます。
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